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論文内容の要旨
一　論文の概要
　本論文は，中国の海南省における製薬産業の集積に焦点を当て，沿海部の成長地域（本
論分では「第１地域」と分類されている）とは異なる後発地域における経済発展の可能性
を産業集積の視点から究明しようと試みたものである。沿海部の経済特別区や各種開発区
等に集中する外資系企業が主導する産業集積は中国の経済成長を牽引する原動力となった
が，同時に内陸部地域との所得格差などを生み出す要因ともなり，これからの中国の経済
発展にとって大きな課題を残している。本論文は，筆者が「第２地域」と呼ぶ地帯におけ
る産業集積の可能性を探究することによって，沿海部以外の地域の発展を可能にする産業
集積のあり方を追究しようとする。
　全体は序論と５つの章からなっている。
序論
第１章　中国の第１地域における産業集積とその転換
第２章　第２地域の経済発展動向―海南省の事例を中心に
第３章　海南省海口市製薬産業の実態及び政府の役割
第４章　海南省海口市製薬産業における産・研・学の連携の萌芽
第５章　海南省の製薬産業と中国のその他の製薬産業集積地との比較研究
結論
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　各章の概要は以下のとおりである。
　まず序論では，産業集積の理論的な考察をおこなう。はじめに中国沿海部の各地域にお
ける産業集積の諸類型をこれまでの研究史をふりかえりつつ整理し，代表的な４つの類型
( 北京中関村，珠江デルタ，長江デルタ，温州モデル ) に分類する。そしてこれらの類型
に共通する産業集積の要因として，インフラ整備，熟練労働力の集積，企業・政府・地域・
研究所の連携，政府の地域政策をとりあげ，これらの集積要因が欧米の産業集積論におい
てどのように扱われているのかを検討する。欧米の産業集積論としては，インフラ整備と
熟練労働力の集積については主としてアルフレッド・マーシャルが，経済主体相互の連携
についてはレギュラシオン理論のコーディネーション論が，そして政府の地域政策につい
てはマイケル・ポーターのクラスター理論が取り上げられ，欧米の理論が中国の産業集積
を分析する際に有する意義と限界が考察される。
　第１章では，著者の独自な分析手法にもとづいて沿海部の産業集積の分析がおこなわれ
る。まず外資の利用額と一人あたり GDPとの相関関係によって各地域の分布関係を検出
し，年次ごとの推移を分析する。この分布関係より，沿海部地域は他地域に比してこの相
関関係が強く，産業集積の形成に外資の果たした役割が大きいことが裏付けられる。
　だがこの分析では沿海部以外の地域の類型を検出することができない。そのためインフ
ラ整備の状況をとりあげ，鉄道と道路の整備と一人あたり GDPの相関関係について各地
域の分布状況が検討される。この分布状況の分析を通して，三つの地域が検出される。第
１地域はいわゆる沿海部であるが，この地域は一人あたり GDPがもっとも高いにもかか
わらず，鉄道と道路の一人あたり保有距離が他地域に比べてもっとも低いことが明らかと
なる。これに対して，道路の総保有距離数については第２地域が，道路と鉄道の一人当た
り保有距離数およびその増加率については第３地域がもっとも高い。ただし第１地域は鉄
道，道路については他地域の平均以下であるが，港湾と水路交通，空港が重点的に整備さ
れている。これに対して第３地域では西部大開発政策によって鉄道輸送網の整備に重点が
注がれており，地域別にインフラ整備の重点が異なっていることが究明される。
　第２章では，第２地域の事例研究として海南省の経済発展の動向が分析される。海南島
は1988年に経済特別区に指定され，広東省の管轄下から離れて省に昇格して以降，外資の
導入と中央政府依存による第１地域型の発展を目指した。そのため，不動産，観光などの
第３次産業の比重が高まったが，バブルがはじけて以降は発展の方向を見失い，省内の地
域格差も拡大した。このような海南省の経済動向について，産業構造の推移，環境保全を
重視した工業化という政府の経済政策，インフラの整備状況，地域間格差の拡大を生み出
した海口市の工業発展などが分析され，第１地域の発展をめざしたにもかかわらず，第二
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次産業が未発展で，産業構造の高度化が進まない状況が考察される。
　第３章は，このような低迷状況の中で急成長を遂げている海口市の製薬産業を中心とし
た産業集積 ( 海口薬谷 ) に焦点を当てて，この産業集積が地域産業の発展にいかなる役割
を果たしているか，またこの産業集積の形成において海口市政府はいかなる役割を果たし
たのかについて検討する。まず海口市の製薬産業の歴史をたどり，集積の現状について，
企業リスト，研究開発状況，労働力の雇用状況が考察される。この考察を踏まえて，市政
府が生態系を尊重する産業モデルとして製薬産業の発展を後押し，国内外の製薬企業を誘
致するための優遇政策を講じ，医薬品開発のための各種の研究機関を設置し，専門的な人
材の育成に取り組んだことを指摘し，この産業集積の形成に果たした市政府の役割が大き
いことが明らかにされ，この産業集積が市場主導型ではなく地方政府主導型の集積である
ことを裏づける。インフラについても，バブル崩壊後に，海南省政府は空港，道路，鉄道
の整備を行い，このインフラ整備によって海口薬谷の製薬企業が大陸とのネットワークを
築き，人的交流や研究開発を推進する基盤となったことが究明される。
　第４章では，製薬産業のもうひとつの集積要因として，企業と大学と研究所のネットワー
クが考察される。海口の集積地帯に立地している製薬企業は香港の外資系が多いが，これ
らの企業は自社内に研究所を置くだけでなく，大陸の大学および地元の大学と提携して研
究開発を推進している。さらに海南省の薬物研究所との提携も進められている。とりわけ
地域の植物資源を原料とした漢方薬の開発に取り組んでいる。さらに海南省の薬物研究所
との提携も進められている。また地元の大学とも，企業実習を実施したり企業の要望に応
じたカリキュラム編成をおこなうなどの提携を推進し，卒業生が地元の製薬企業に就職し
ている実態も明らかにされる。企業が十分な資金力をもたないときに，政府系の研究所あ
るいは大学と提携して研究開発を推進することが製薬企業の存続と発展にとってきわめて
重要な条件であることが考察される。
　第５章では，海口薬谷の産業集積が中国における他地域の製薬産業の集積地域と比較し
つつ論じられる。ここでは主として上海張江薬谷と吉林省通化医薬城とがとりあげられる。
まず中国の医薬品産業が医薬品市場の拡大や高齢化にともない成長産業として政府によっ
ても後押しされている現状が考察される。また欧米の大手製薬企業が中国に進出し，生産
拠点としてだけでなく，研究開発拠点として研究開発センターを設立していること，また
中国政府がこの動向を受けてバイオハイテク産業基地の建設に積極的に取り組んでいるこ
とが指摘される。上海の張江ハイテク産業区は外資系のバイオ医薬品企業を誘致し，最先
端の医薬品研究所を設置して，最先端の研究開発を推進する産業集積であることが究明さ
れる。これに対して，吉林省の通化医薬城は，地元の自然資源が豊富で，この資源を原料
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とする漢方薬の栽培と開発がおこなわれ，研究所の設置や民間企業の設立が推進された。
外資系企業よりも地元の民営企業が中心となり，さらに通化市政府が医薬城を重点産業と
して位置付け，諸種の支援を行ったことが明らかにされる。このような中国各地の製薬産
業の集積地帯の比較分析を通して，海口薬谷の産業集積が，吉林省通化医薬城と同じく，
地元の自然資源を活用し，巨大多国籍企業の外資力に恵まれることなしに，地方政府の主
導権に支えられた企業と研究所と大学のコーディネーションによって産業集積の形成を進
めていることが明らかとなる。
論文審査結果の要旨
二　評価
　上記の概要から本論文の意義を以下の諸点にまとめることができる。
１ 　中国の産業集積研究は沿海部の成長地域に集中しており，それ以外の地域についての
研究はほとんど未開拓である。これに対して沿海部の産業集積が他地域との地域間格差
を生み出した要因であるという視点に立って，この格差を是正しうる沿海部以外の地域
の経済発展を推進するために，第１地域のような中央政府と外資に依存した産業集積の
初期条件が整えられない地域でいかなる産業集積の要因形成が可能であるのか，という
問題を設定したことは重要である。
　 　筆者は沿海部の産業集積を代表的な四つのタイプに分類し，それぞれの集積地帯にお
けるダイナミックな発展をたどることによって，沿海部の産業集積が民営企業や外資導
入と低賃金労働を基盤にした成長から高度な研究開発と専門化された熟練労働力に依拠
したハイテク産業地区へとダイナミックに変貌しつつある動向を究明した。そして沿海
部地域のこのような変貌との対比において，そのような産業集積の初期条件付けを欠い
た他地域における産業集積の異なった道を探究している。その際に，欧米の産業集積論
が中国の産業集積の分析に有する意義を中国の産業集積研究を整理しつつ明らかにし，
同時に欧米の産業集積論では欠落している後発地域における初期条件の不備な地域にお
ける産業集積の形成についての視点を提起した。この点は評価に値する。
２ 　１の問題設定に基づいて，インフラ整備に焦点をあて，沿海部以外の地域の違いが検
出できるような分析機軸を用いて，インフラ整備の地域別の特徴を解明している。筆者
は一人あたり GDPと道路・鉄道の一人あたり保有距離数との相関関係のデータを通し
て，沿海部地域とは異なる発展を遂げる第２地域，第３地域を独自に検出した。とりわ
け外資の導入による沿海部の成長地域と政府の支援を受けた西部大開発の地域に比して
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見逃されがちな第２地域を検出した意義は大きい。
３ 　第２地域のモデルケースとして海南省をとりあげ，海南省の経済発展の過程を分析す
ることによって，当初は経済特別区の設置と外資導入によって第１地域タイプの発展を
目指しながら，バブルの崩壊でこの道がゆきづまり，このゆきづまりの中で第１地域と
は異なる発展の方向性をはらんだ産業集積が海口市を中心として形成されつつある動向
を分析している。省政府による空港・道路・鉄道のインフラの整備，このインフラ整備
をてことした企業と大学と研究所の連携による研究開発や人材育成の推進によって，第
１地域とは異なる産業集積の方向付けを検出した。つまり，海口市の産業集積が地方政
府の主導によって組織され，また製薬企業・研究所・大学・市政府の多様なコーディネー
ションが産業集積の要因であることを明らかにすることによって，沿海部の産業集積と
は異なる第２地域の独自な産業集積の発展の可能性を提示した。
４ 　海口薬谷の製薬産業の産業集積と類似したタイプの産業集積を，中国の他地域におけ
る製薬産業の集積地と比較検討することによって検出した。沿海部の産業集積が高度化
した上海張江薬谷のようなバイオハイテク産業基地のような産業集積と対比しつつ，吉
林省通化医薬城や海口薬谷のように地方政府主導で企業・研究所・大学のコーディネー
ションの構築によって発展しつつある新しいタイプの製薬産業の集積を検出した。
三　問題点及び今後の課題
　とはいえ，本論文は以下のような問題点と課題を抱えている。
１ 　産業集積の理論研究としては，それぞれの理論に内在した研究はいまだ不十分であり，
とりわけ熟練労働力，コーディネーションなどの集積要因についてはそれぞれの理論に
即した丹念な検討が十分になされているとはいえない。
２ 　沿海部地域の産業集積とは異なる第２地域の地域経済の発展の方向が明示的に検出さ
れたとはいいがたい。医薬部門については，国内の人口規模と欲望開発という定量的圧
力の大きさについても一層の分析が望まれる。また市場経済を支える市民道徳の未成熟，
あるいは市場経済の自生的な展開の脆弱性という課題に第２地域がどのように取り組む
かについても今後の検討課題として残される。
３ 　筆者は沿海部以外の地域を検出するための手法としてインフラの整備状況をとりあげ
たが，これはひとつの分析手法であるとはいえ，インフラ整備以外の指標を用いた分析
によって沿海部地域とは異なる発展の可能性をはらんだ地域の検出を行う必要があろ
う。
４ 　筆者は第２地域の事例として海南省をとりあげたが，海南省は中央政府によって経済
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特別区に指定された特殊な事情を有している。したがって第２地域については，海南省
以外の地域のケーススタディが必要となる。
　  また，海南省が経済特別区の指定を受けながら外資系企業誘致が思うように進展しな
い理由は，本論文で指摘する要因以外に地政学的要因からも検討すべきである。さらに
海南省の産業集積の独自性が外部要因によるものなのか，同省の産業政策や外資導入政
策によるものなのか，第１地域の各省と比較してどのような特異性があるかなどを明ら
かにする必要がある。
　 　広大で多様な中国を類型化することはなかなか難しい問題であり，どのような分析視
角を用いるかによっても海南省の位置づけが，第１地域でも構わない可能性が生じてく
る。それゆえに，第２地域を提示する意味とともに，海南省を第２地域に分類する説得
力が必要となるがいまだ不十分である。
　 　これらの多くの課題を残しているとはいえ，沿海部の成長地域あるいは内陸部の西部
大開発の地域とは異なる第２地域について，これらの地域との対比で産業集積の独自な
発展の可能性を検討したことは評価に値する。この地域の発展の方向性が明確に提示さ
れたとはいいがたいとしても，外資の導入や中央政府の政策だけに依存しない地域経済
の発展の可能性が検出された意義は評価されるべきである。
四　研究業績
　これまでの研究業績は，学会発表１件，研究論文３編で，学位論文提出の条件を満たし
ている。
１　学会発表
　１） 「中国海南省における製薬産業の集積―集積要因としてのインフラを中心に」，2009
年５月９日，大阪産業大学梅田サテライト，経済理論学会関西部会
２　研究論文
　１） 「産業集積と地域間格差―省内の経済格差を中心に」
　　　　『大阪産業大学大学院経済学研究科院生論集』第１巻
　２）「海南省海口市製薬産業の実態と課題」　
　　　　『大阪産業大学経済論集』第９巻第３号　2008年６月
　３）「海南省海口市製薬産業の産・研・学連携に関するケース・スタディー」　
　　　　『大阪産業大学経済論集』第９巻第５号　2009年２月
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結論
　以上の総合評価によって，本論文は学位論文としての水準を満たしているものと判定す
る。
